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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
横
浜
の
楽
竹
会

の
取
り
組
み
を
幸
田
町
で
も
。

	

心
身
症
や
老
人
性
認
知
症

患
者
の
器
材
む
く
ろ
じ
カ
ウ

ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
る
か
。

	
環
境
経
済
部
長　
「
む
く
ろ

じ
」
は
承
知
し
て
い
な
い
。

	

町
の
山
林
・
里
山
に
竹
が

占
め
る
割
合
は
。

	

森
林
面
積
に
対
し
、
竹
林

の
占
め
る
割
合
は
３
・
７
％
。

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
手
続
き
・

税
金
は
。

	

企
画
部
長　

都
道
府
県
知

事
よ
り
設
立
認
証
を
受
け
た

後
、
設
立
登
記
申
請
書
を
提

出
す
る
。

　
　

法
人
税
は
原
則
非
課
税
。

	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
何
団
体
あ

る
の
か
。
近
隣
市
町
は
。

	

町
に
は
5
団
体
、
近
隣
で

は
岡
崎
市
74
、
豊
田
市
66
、

西
尾
市
35
団
体
。

	

筍
た
け
の
この

缶
詰
工
場
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
。

	

環
境
経
済
部
長　

須
美
区

に
筍
の
生
産
組
合
が
あ
っ
た
。

　

昭
和
40
年
代
半
ば
が
最
盛

期
だ
っ
た
が
、
解
散
し
て
今

は
な
い
。

	

筍
を
生
産
し
て
い
る
農
家

の
生
産
量
と
売
上
は
。　

	

本
年
度
の
道
の
駅
で
の
出

荷
者
40
人
、
出
荷
量
22
ト
ン
、

売
上
高
４
０
０
万
円
ほ
ど
。

	

竹
林
の
手
入
れ
を
高
齢
者

の
協
力
で
。

	
健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者

の
生
き
が
い
施
策
と
し
て
、

竹
林
活
用
の
高
齢
者
協
力
は

難
し
い
。

生
の
社
会
科
授
業
で
学
習
し

て
い
る
。

	

教
育
長
が
訪
れ
て
見
た
い

産
地
は
。

	

教
育
長　

岡
崎
の
草
木
染
、

蒲
郡
の
藍
染
、
有
松
鳴
海
絞
、

地
元
の
三
河
仏
壇
は
見
て
み

た
い
。

	

道
の
駅
に
岡
崎
石
工
品
と

三
河
仏
壇
の
展
示
は
。

	

環
境
経
済
部
長　

規
制
が

あ
り
難
し
い
点
が
あ
る
が
、

屋
外
ス
ペ
ー
ス
な
ら
可
能
性

が
あ
る
。

	

伝
統
的
物
産
の
活
性
化
へ

の
取
り
組
み
支
援
を
。

	

町
長　

行
政
の
で
き
る
範

囲
で
、
伝
統
的
物
産
の
活
性

化
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

　

伝
統
的
工
芸
品
は
永
い
間
、

低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

活
性
化
が
望
ま
れ
る
。

	

全
国
に
産
地
は
い
く
つ
。

	

環
境
経
済
部
長　

経
済
産

業
大
臣
が
指
定
す
る
伝
統
工

芸
品
は
、
２
０
１
８
年
11
月

時
点
で
２
３
２
点
あ
る
。

	

愛
知
県
に
い
く
つ
。

	

愛
知
県
に
は
三
河
仏
壇
、

七
宝
焼
な
ど
含
め
て
14
点
あ

る
。

	

小
学
生
は
何
年
生
が
伝
統

的
工
芸
品
を
学
ぶ
の
か
。

	

教
育
部
長　

小
学
校
4
年

竹林の整備を（荻地内）

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一 般 質 問

竹
林
の
手
入
れ
を
高
齢
者
の
協
力
で

竹
林
活
用
の
高
齢
者
協
力
は
難
し
い

問

答

問

答

伝統的物産の
活性化支援を

できる範囲で
支援したい
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滋
賀
県
大
津
市
、
千
葉
県
市

原
市
、
東
京
都
池
袋
、
神
奈
川

県
川
崎
市
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
む
交
通
死
傷
事
故
が

後
を
た
た
な
い
。
子
ど
も
た
ち

の
生
命
を
守
る
対
策
を
急
ぐ
た

め
に
以
下
を
問
う
。

	

全
保
育
園
の
園
外
保
育
の

回
数
と
交
通
安
全
点
検
の
内

容
、
結
果
は
。

	

住
民
こ
ど
も
部
長　

全
園

で
55
回
、
1
園
平
均
で
7
回
、

危
険
箇
所
は
、
町
内
8
カ
所

あ
り
土
木
課
に
報
告
し
た
。

	

保
育
園
の
交
通
安
全
教
室

の
内
容
は
。

	

総
務
部
長　

園
児
、
保
護

者
を
対
象
に
、
紙
芝
居
や
腹

話
術
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

	

自
動
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を

活
用
し
て
、
高
齢
者
向
け
の

交
通
安
全
講
話
を
。

	

県
警
本
部
か
ら
借
り
て
、

講
話
の
際
に
考
え
た
い
。

	

通
学
路
の
総
点
検
と
、
危

険
箇
所
の
整
備
を
急
げ
。

	

教
育
部
長　

毎
年
4
月
に

点
検
し
、
今
回
、
町
内
で
63

カ
所
を
抽
出
し
た
。

　

	

建
設
部
長　

防
護
柵
、
横

断
歩
道
、
信
号
機
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
な
ど
設
置
に
努
め

る
。

	

町
内
3
つ
あ
る
横
断
歩
道

橋
の
整
備
を
。

	

県
が
本
年
度
、
三
ヶ
根
駅

西
歩
道
橋
の
修
繕
を
予
定
。

	

今
年
10
月
か
ら
、
幼
児
教

育
・
保
育
が
無
償
化
と
な
る

が
、
給
食
費
は
実
費
で
あ
る
。

保
育
園
の
主
食
費
・
副
食
費

の
現
況
は
。

	

住
民
こ
ど
も
部
長　

主
食

費
は
、
月
額
４
０
０
円
徴
収
。

副
食
費
は
、
1
食
当
た
り

２
１
０
円
が
保
育
料
に
含
ま

れ
て
い
る
。

	

生
活
保
護
世
帯
、
年
収

３
６
０
万
円
未
満
の
世
帯
は
。

	

園
児
数
で
81
人
。

	

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

支
え
、
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
に
、
給
食
費
の
無

償
化
を
。

	

引
き
続
き
実
費
徴
収
を
し

て
い
く
。
生
活
保
護
世
帯
や

低
所
得
者
に
は
、
免
除
を
含

め
検
討
し
た
い
。

	

学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

一
部
無
償
・
補
助
の
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
国
・
県
内

の
現
況
は
。

	

教
育
部
長　

全
国
で
無
償

化
は
76
自
治
体
、一
部
無
償
・

補
助
は
17
自
治
体
。
県
内
の

一
部
無
償
化
は
4
自
治
体
。

	

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

子
ど
も
は
何
人
。

	

小
学
生
で
１
４
８
人
、
中

学
生
で
96
人
。

	

子
ど
も
の
貧
困
の
レ
ッ
テ

ル
貼
り
を
な
く
し
、
栄
養
格

差
を
縮
め
る
た
め
に
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
。

	

町
長　

現
時
点
で
は
、
無

償
化
の
考
え
は
な
い
。

歩道の安全確保を（鷲田交差点）

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

通学路の危険箇所整備を急げ問

防護柵、横断歩道など設置する答

一 般 質 問

問

答

学校給食費の
無償化を

現時点では
無償化の考えはない




